








とお な じ越冬隊40人,夏 隊16人,計56人 で晴海 を出港す
る.他 に交換 科学者 と して,ド イツから1人 参加する.越
冬隊長は,こ れで5回 目の越冬 となる召田成美氏,ま た越
冬 副隊長 を4回 目の越冬 となる石 沢賢二 氏 がつ とめ る.
夏 ・冬 ともに隊長は国立極地研 究所外か らの参加 となる.
今 回は,男 だけの隊で,全 体の平均年令(1994年末時)は
35,6才,越冬隊のみで は34,8才で ある.越 冬隊 員の うち
越冬経験者は11人で,最 近10隊の平均8.5人より,26次,
28次隊 とな らんで多い.
第36次隊 も,例 年の ように盛 りだ くさんの定常観測 と
研究観測の計 画がある.定 常観測 は,近 年急速 に高 まった
地球環境への関心 のもと,日 本 か ら南極域 までの地球縦断
にちかい測線 上 と南極域での通年定点 における地球環境の
長期 モニ タリングとして,重 要度が増 して きている.
第36次隊の主な研 究観測で は,気 水圏系の 「氷床 ドー
ム深層掘削観 測」 があ る.32次隊 か らこの計画のための
内陸への物資輸 送が始 まり,33次隊で ドームふ じ頂部の
精査,34次隊 では112m深のパ イロ ッ ト孔掘削 と2棟 の建
設,35次 隊で基地設備 の大部分 が形 をととの える.36次
隊ではこの高度3810m,77°19'S,39°42'Eのドーム頂上
で初 の越冬 を開始 し,掘 削場,掘 削機器 の整備 のの ち,
1000m深突破の掘削 をめ ざす.こ れは37次隊 にひきっが
れ,2000m深をこえる氷 コア試料か ら過去20万年,前 々
回の氷期 に届 く気候 ・環境復元が期待 される.
「ドームふ じ」 は,エ ンダー ビー ラン ドの頂上 で,南 極
氷床 ドームで2番 目に高い.今 回は,南 極では最高所の越
冬 とな り,年 平均 気温 一60℃,最 低気温 は一90℃にお よ
ぶ可能性 もあ る.越 冬 メンバーは,東 信彦隊員をリーダー
に,雪 氷4人,気 象(兼 通信)1人,機 械2人,調 理,医
療各1人 の計9人 である.冬 明けには,昭 和基地から ドー
ム物資補給隊が出る予定である.

























成功 させ順調なスター トをきりたい.総 物資は約1080t.
そのうち80tはドームへ向かう物資で,年末にはSl6へ空
輸 し,ドーム越冬隊員と3名の支援隊員は1000㎞内陸の
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フ リチ ョフ ・ナ ンセ ン記念講演会 を開催
10月14日午後,ノ ルウェー王国大使 館 との共催 で,駐
日 ノル ウェー王国,ヨ ン ・ビ ョル ネビー大使御 出席の下,
[フリチ ョフ ・ナ ンセ ン記念講演 会」が,本 研究所講堂 に
お いて開催 された,
この講演 は,北 極探検 や国際連盟 及び赤十字活動におい
て 偉大 な功 績 を残 した ノル ウェー王国 の科学者 フリチ ョ
フ ・ナンセ ンを記 念 し,在 外 ノルウェー王国大使館 が,同
国 と関係の深い機 関 を選 び共 同で特別記念講演会 を毎年世
界 の数個所 において開催 してい る もので ある,
本研 究所 は,ノ ルウェー王国の関係研究機 関 との聞で,
南 ・北両極域 における観測研究 を通 じ,研 究者の活発な交
流等 を行ってお り,こ の度の特別講演 会の開催 となった.
今回の講 演で は,ノ ル ウェ ー極 地研 究所 太 田 昌秀
首席研究員の 「フリチ ョフ ・ナ ンセ ンについて」 のプロロ
ーグの後,北 極点,南 極 点,エ ベ レス トのいわゆる 世界三
極 をきわめた世界的に著 名な ノルウェー人探検 家,ア ー リ
ン ・カ ッゲ氏が 「極地か ら極地へ 」 と題 した講演 を,ま
た,本 研 究所 山内 恭 教授 が,「観 測か ら見た南極 と
北極」 と題 した講演 を,英 語 によ り行 った.
講演会 に続いて,ノ ル ウェー王国大使主催の レセプシ ョ
ンが開催 され,講 演 者 を囲み,な ごや かな歓談 が行われ
た.出 席者 は,カ ツゲ氏 の快挙 を讃 え,日 本 ・ノルウェー
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講演甲の江尻教授
講演 の前 に,同 市の小 学生,中 学生,高 校生 の代表3名
が,昭 和基地 と電話 による交信 をおこなった.衛 星 回線が
つ なが り,「こちらは昭和基地です」 という横 山隊 長の声
が会場 に流 れ ると,大 きな歓声が あが った,
今回・ 「講演 と頗 の会」は・・わき帯締 委員会の全 ●
面的 なバ ックア ップ を得 たこ とか ら,定 員580名の会場 で
は,立 った まま講演 を聞いている人も多 く,入 場者の記録
























第35次 越冬隊 員w田 町琢脹
■外国人研究員の紹介 く
/
名 イボ ン ル マ オ
　 　(Yvon　Le　Maho)
外 国人研究 員
CNRS国 立生態学 ・生理エ ネルギー学研究
所 ・所長
平 成6年9月16日 ～12月15日






















　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　 JARE　Date　Reports
平 成6年9月30日 付 け 人 事 異 動 　 　 　 　 　 　 　 N。.　192(Seism。1。gy　27):Seismological　bul etin　。f
退 職 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Syowa　Station.　A tarctica,　1992、　by　M.　Kanao.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6gP.　January　l994.
森 基 秦(事 業 部長)　 No,　193(Upper　Atmosphere　Physics　l1);　Upper
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 atmosphere　physics　(UAP)　data　obtained　at　Syowa
　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 and　Asuka　Stations　in　1991.　by　R.　Fujii　et　al.
平 成6年10月1日 付 け 人 事 異 動 　 　 　 　 　 　 　 　 208p.　Mareh　lgg4
転 入 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　No.　194(Glaciology　21)I　GIaciological　dat 　collected
by　the　33rd　Japanese　Antarctic　Research　Expedi－
野 木 義 史 助手研究系 ・地学研究部門　 　 　 　 　 　 　 　 　 tion　in　1992,　by　K.　Kamiyama,　T.Furukawa,　H
(気象庁 気象研究所)　 Maeno.　T.　Kishi　and　M.　Kanao,　67p.　March　1994.
　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 No.　195(lonosphere　51):　Records　ofradio　aurora　at
昇 任 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Sy・wa　Stati・n　i 1992.　by　M,　Kamata　and　K.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Igarashi.　151p,　March　l994
福 本 國 太 郎 事業部長　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　 No.　196(lonosphere　52):　Radio　bservation　data　t
(長崎大 学庶務部 庶務課長)　 Syewa　Station,　Antarctica　during　1992.　by　M.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Kamata　nd　M.　Kunitake.　202p.　March　1994.
採 用　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 No,　197　(lonosphere　53):　HF　field　strength　data
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 measured　atSyowa　Station,　A tarctica　form　Jan-
J=1浦英 樹 助手研 究系 ・地学研究部 門　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 uary　to　December.　1992,　by　M.　Ichinose　and　M.
石 井 要 二 管理部 庶務 課人事係　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 kamata.　17p.　March　l994,
　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　 No.　198　(Oceanography　15):　Oceanographic　datain
研 究 出 版 物　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LuUtzow.Holm　Bay　of　the　Antarctic　Climate
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表彰 を受 ける外内企 画係 主任
,来訪者 く
10月4日 ～10月11日 　 Prof.　ULLALAN　 D,　S.　(ベル ゲ
ン 大 学 教 授)























10月に入 って急 に春 め き,最 高気 温が 一10℃以上の 日
も目立ち始め,月 末には盗賊か もめやアデ リーペ ンギ ンが
昭和 基地 を訪れ る ようになった.天 気は短い周期 で変化
し,2度 のブリザー ドが あった ものの,全 般に穏やかな1
カ月であ った.
基地では野外活動が活発 にな り,10月8日 には先陣を切
って地 学 ・宙空 部門が21日間の 日程 で宗 谷海岸の調査 に
出発 し,引 き続 き10月11日には夏 ドームF旅 行隊,23日
にはブル隊が ドームFに 向けて昭和基地 を出発 した.ド ー
ムF関 連旅行の出発 に先駆 け,Sl6への擢荷揚 げや雪上車
整備のため5度 の旅 行 も行 われた,ま た,ア デ リーペンギ
ンの個体数 調査 や12月に予 定 されて いる,や まと山脈地
学調査 のための,航 空機 に よる物 資輸 送 も始 まった.
ドームF関 連 旅行隊が 出発す るこ とによ り,基 地 に40
名全員が集 うの も,今 月が最後 となった.こ れに伴 い,10
月2日 には氷山そ うめん流 しとバ ーベキューパーテ ィーが
基地近 くの氷 山で行 われた.10月10日 には福島 ケルン慰
霊祭が開催 され,越 冬前半 の無事 を感謝 し,後 半の全 員の
健康 と観測の成功 を祈 った,月 末 には少 人数体制での防火
訓練 が行 われ,越 冬終了 まで防火 を誓 いあった.
基地では旅行隊が出発 した後の少 ない人数で重機を フル
稼働 させ,36次隊受け入れのため,除 雪が休 日返上で行 わ
れている.ま た,陽 が長 くなった昭和基地で は,夕 食後魚
釣 りが盛 んに行われる ようになって きた.
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第36次南極地域観測隊員名簿
○越 冬隊 平成6年10月20日現在
担 当 氏 名
生 年 月 日
(昭和) 所 属
本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長
(兼越 冬
召 田 成 美 19,10.24気象庁観測部
(運輸技官)





石 沢 賢 二 27.9.16 国立極地研究所事業部
(文部技官)
東 京 都 第19・24・32次 越 冬
隊.第28次 夏 隊
副隊 長)
気 象 佐 藤 尚 志 33,6.18 気象庁観測部 福 島 県
(運輸技官)
tl 吉 見 英 史 37.6.22 気象庁観測部 兵 庫 県
(運輸技官)
〃 竹 川 元 章 37.9.16 気象庁観測部 山 梨 県
(運輸技官)
〃 宮 内 誠 司 38.11.25気象庁観測部 北 海 道
(運輸技官〉
〃 中 村 辰 男 39.3.5 気象庁観測部 東 京 都
(運輸技官)
電 離 層 稲 森 康 治 32.7.25 郵政省通信総合研究所企画部 三 重 県 第28次越冬隊
(郵政技官)
地球物理 田 中 俊 行 44.2.15 国立極地研究所事業部
(文部技官)
三 重 県
宙 空 系 有 澤 豊 志 23.8.26 電気通信大学電気通信学部
(文部技官)
高 知 県 第32次越冬隊
〃 加 藤 泰 男 28.3.1 名古屋大学 愛 知 県
太陽地球環境研究所
(文部技官)
〃 大 高 一 弘 36.5.5 郵政省通信総合研究所宇宙科学部 東 京 都 第31次越冬隊
(郵政技官)
地 学 系 丸 山 一 司 33.7.9 建設省国土地理院測地部 新 潟 県
(建設技官 〉
lt 青 山 雄 一 45,5.11 国立天文台地球回転研究系 長 野 県
(文部教官 助手)
気水圏系 中 山 芳 樹 20,1.1 国立極地研究所事業部
(文部技官)
東 京 都 第24次越冬隊
〃 田 中 洋 一 26.4.19 国立極地研究所事業部 東 京 都
(文部技官)
り 東 信 彦 29.12.12長岡技術科学大学工学部 北 海 道 第30次越冬隊
(文部教官 助教授)
〃 亀 田 貴 雄 38.5.7 北見工業大学工学部 群 馬 県
(文部教官 助手〉
〃 藤 原 淳 一 39.2.25 郵政省四国電気通信監理局電波監理部 愛 媛 県
(郵政技官)





伊 村 智 35.5.9 国立極地研究所研究系
(文部教官 助手)
栃 木 県
機 械 中 西 実 31.7.25 国立極地研究所事業部 東 京 都 第28次越冬隊
(文部技官)
lt 佐 藤 仁 35.10.9 国立極地研究所事業部 新 潟 県 第32次越冬隊
(文部技官)
lt 市 川 一 男 36,9.25 山梨医科大学業務部 長 野 県
(文部技官)
〃 寺 田 俊 孝 37.6.10 国立極地研究所事業部 石 川 県
(文部技官)
〃 中 村 吉 夫 40.8.23 国立極地研究所事業部 北 海 道
(文部技官)
〃 齋 藤 雅 彦 41.6.1 国立極地研究所事業部 福 島 県
(文部技官)
〃 濱 片 正 和 44.9.17 国立極地研究所事業部 石 川 県
(文部技官)
通 信 永 原 文 雄 18.4.19 国立極地研究所事業部 千 葉 県 第20・30次越 冬隊
(文部技官)
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○越冬隊
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
調 理 藤 沢 正 孝 24.2.14 国立極地研究所事業部 長 野 県 第30次越冬隊
(文部技官)
〃 高 坂 浩 42.10.30海上保安庁警備救難部 北 海 道
(海上保安官)
医 療 米 井 徹 36.3.5 鳥取大学医学部付属病院 岡 山 県
(医師)
ll 松 岡 洋一郎 39.2.3 国立極地研究所事業部 東 京 都
(医師)
〃 西 野 潔 40.9.5 国立極地研究所事業部 高 知 県
(医師)
廃 棄 物 安 達 雄 治 41.2.8 電気通信大学施設課 新 潟 県
(文部技官)
設営一般 高 橋 暁 23.8.10国立極地研究所事業部 京 都 府
(文部技官)
〃 本 多 実 23.10.7 国立極地研究所事業部 東 京 都 第33次夏隊
(文部技官)
〃 田 中 修 35.12.28東京学芸大学庶務部 東 京 都
(文部事務官)




担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 上 田 豊 18.9.26 名古屋大学大気水圏科学研究所 兵 庫 県 第10・26次越冬 隊
(兼夏隊長) (文部教官 教授)
海洋物理 寄 高 博 行 36.9.16 海上保安庁水路部 東 京 都 第34次夏隊
(海上保安官)
海洋化学 並 木 正 治 39.8.20 海上保安庁水路部 埼 玉 県
(海上保安官)
海洋生物 野 村 潔 23.8.7 北海道大学水産学部 北 海 道
(文部技官)
測 地 山 本 宏 章 38.9.18 建設省国土地理院測地部 福 岡 県
(建設技官)
宙 空 系 山 岸 久 雄 24.10.11国立極地研究所研究系 東 京 都 第19・26次越冬 隊
(文部教官 助教授)
地 学 系 有 田 正 志 27.12.17広島大学付属中 ・高等学校 愛 媛 県
(文部教官 教諭)
〃 川 野 良 信 37.5.6 佐賀大学教育学部 福 岡 県
(文部教官 講師)
〃 内 藤 一 樹 43.8.23 通商産業省工業技術院地質調査所 静 岡 県
(通商産業技官)
気水圏系 古 川 晶 雄 36.7.30 国立極地研究所研究系 愛 知 県 第29・33次越冬隊
(文部教官 助手)
生 物 ・ 緑 川 貴 28,11.1 気象庁気象研究所地球化学研究部 栃 木 県
医 学 系 (運輸技官)
設営一般 増 田 光 男 22.10.25国立極地研究所事業部 千 葉 県 第24・27・30・32・
(文部技官) 33・35次夏 隊
lt 川久保 守 25,2.27 国立極地研究所事業部 長 野 県 第20・26次越冬 隊
(文部事務官) 第30次夏隊
〃 福 井 均 29,3.19 国立極地研究所事業部 京 都 府 第35次夏隊
(文部技官)
〃 和泉澤 統 一 33,4.7 国立極地研究所事業部 神奈川県
(文部技 官〉
ll 矢 野 幸 男 46.3.18 国立極地研究所事業部 愛 媛 県
(文部技 官〉
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外国基地派遣者等名簿
○外国共同観測(中 国 ・中山基地)
専門分野 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
大 気 物 理 学
磁 気 圏 物 理 学
青 木 周 司










○南極条約 に基 づ く交換科 学者(派 遣)(米国 ・マクマー ド基地)
専門分野 氏 名 生年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
磁気圏物理学 江 尻 全 機 17.4.30 国立極地研究所
情報科学センター
(文部教官教授〉
東 京 都 第25・30次
越冬隊
○南極条約に基づく交換科学者(受 入)
氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 ・ 職 研 究 目 的
GunterSchwarz 1949.3.12ドイツ極地海洋研究所 ・研究員 南極における大気中の水蒸気及び降雪
中の重水素時空間変動の観測
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
昭和基地





平均 気圧 ・海面　(Mean　pressure,　s alevel)　(hPa)　 985.7
平均 蒸気 圧　(Mean　vapour　pressure)　(hPa)　 1.0
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【極地豆事典】
地球観測衛星計画
1987年の海洋観 測衛星(Mos)-1の 打 ち上 げで始
まった我が 国の宇宙 開発事 業団 を中心 とす る地球 観測
衛星計 画は,近 年の地球 環境 問題 の高 ま りと共 に発展
し,今 や世界 中 か ら注 目され る大計 画 にな ってい る,
地上 の観測点 の少 ない極域 で は特 に衛星観測の威 力が
発揮 で きるため,極 域 の観測研究 には大 きな期待 が よ
せ られてい る.昭 和基地 で も,大 型 ア ンテ ナ(多 目的
衛星 デー タ受信 システム)に よってMOS-1/1bのほ
か,合 成開 口 レー ダ(SAR)を 搭載 したヨーロ ッパ ・
リモー トセ ン シング衛星(ERS)-1,日 本の地 球資
源衛星(JERS)-1の 受信が続 けられてい る,
将来 の計画 と して は,1996年の打 ち上げが予定 され
てい る極軌道 プラ ッ トフ ォー ム技 術衛 星(ADEOS:　ア
メ リカNASA,　ヨー ロ ッパESAで も類似の計 画で共同
して観 測 しよ うとい うもσ)図 参照)を は じめ,さ ま
ざ まな衛 星が計 画 されて いる.　ADEOSで は成層 圏オ
ゾ ンをは じめ と した極.域の大気微量 成分の観測 をね ら
うILAS,　オゾン全量 を測 るTOMS,　海.ヒの風 を測る散
乱計NSCAT,　海色 を測 るOCTS,　高分解能画像デー タ
を得 るAVNIR等の測器が搭載 され,地 球温暖化や オゾ
ンを主 テーマ に観 測が計 画 されて いる.1997年に は,
日周変化 をね らい軌道 が傾い てい るため極域 は見 えな
いが,降 雨 レー ダを搭載 したTRMM　(熱帯 降雨観 測 ミ
ッシ ョン)衛 星が 打 ち上 げ られ る,そ の後,水 蒸気,
氷 を見るマ イクロ波放射 計AMSRや 海色,陸.ヒ植
生,雪 氷,雲 を見 る可視赤外放射 計GLI等を搭載す る
ADEOS-　ll　,新 しい合成 開「1レー ダや 高分解 能 画像 を
見る陸域観測技術 衛星ALOS,　さらに降 雨,雲 や放射
収 支.大 気化 学 をねら うATMOSシ リー ズ等 が計画 さ
れている.
多 くの衛星計画が華 やかな中,こ れ までの ロケ ッ ト
や衛星の技 術中心主義 か ら観測対 象に重点 を置 くべ く
「地球環境観測委員会」 が作 られ,多 くの科・学者 の意 見
が反映 され るような体制 作 りが進 め られてい る。 この
中では,大 気圏化学,雲 ・エ アロゾル ・放射 収支 、大
気 ・海洋大 循環、極域 ・雪氷 圏、海洋生物 過程,水 文
過程,植 生環境,固 体地球等 をテ ーマ に した分科 会が
意見の集約 に活動 している,
将 来の地球 観測衛星 ≡†画 。我が 国のADEOS-ll,　HIROS-1　(ALOSに変更).　ATMOS,　 アメリカu)
EOS・AM,ヨー ロッパのENV)SATの他,デ ータ中継衛星(DRTS)や静止軌道衛星(GEOS)がみられる .
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